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2050年における電源構成にかかる議論
イノベーションが必要な電源 火力 水素・アンモニア

• 燃焼時に炭素を出さず、調整力、慣性力の利点を持つ一方で、

大規模発電に向けた技術確立、コスト低減、供給量の確保が課題。

今からガス火力、石炭火力への混焼を進め、需要・供給量を高め

安定したサプライチェーンを構築にも取り組む。

• 産業・運輸需要との競合も踏まえつつ、カーボンフリー電源として

一定規模の活用を目指す。水素基本戦略で将来の発電向けに必要と

なる調達量が500～1000万トンとされていることを踏まえ、水素・

アンモニアで2050年の発電電力量の約１割前後を賄うことを今後

議論を深めて行くにあたっての参考値（※2）としてはどうか。

※2：政府目標として定めたものではなく、今後議論を深めて行くための

    一つの目安・選択肢。今後、複数のシナリオを検討していく上で、

まず検討を加えることになるもの。

「今後の⽕⼒政策について」(エネ庁)（2022/1/25）p6より 2



「⽯炭⽕⼒検討ワーキンググループ中間取りまとめ概要」 （エネ庁） （2021/4/23）

燃料アンモニアの調達に向けた国際競争⼊札の実施について

プレスリリース （JERA） （2022/2/18） 3

現状の排出量や削
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アンモニアは、天然資源ではなく、「製品」

原料は、現状では、天然ガスや石炭などの炭素と水素を含む化石燃料



前提条件

1 NH3能力 1,000,000 t-NH3/y

2 NH3生産量 3,000 t-NH3/ｄ

3 操業日数 333 d/y

4 設備利用率 100 ％ 8,000時間

5 プロセス 第2世代～O2-ATR法

6 原燃料 NG(天然ガス)

7
原単位

9.0Gcal /t-NH3 HHV

0.697 t-NG /t-NH3 HHV

8
NG投入量 2,090 t-NG/d

「燃料アンモニア・サプライチェーン官⺠タスクフォース 中間とりまとめ」(エネ庁)
  計算シート（中東1-1）（2022/9/28）より

昨年9月、「燃料アンモニア・サプライチェーン官民タスクフォース」が、

「燃料アンモニアの供給コスト分析について（中間とりまとめ）」を公表。

「アンモニア製造プラントの原燃料は天然ガス」。
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CO2回収

総排出量原単位 1.9 t-CO2/t-NH3
原燃料投入

回収量
3,975 t-CO2/d

SynGasのみ
1,324,947 t-CO2/y

回収率
70%

総排出量に対する

原燃料ガス組成・発熱量・CO2排出量

組成(mol%)
CH4 :93.9%, 
C2H6: 4.2%

発熱量(HHV） MJ/kg 54.1

発熱量(LHV） MJ/kg 48.8

平均分子量(MW） kg/kmol 16.8

CO2排出量 ｔ-CO2/t-NG 2.72

排出CO2量  0.57 t-CO2/t-NH3 

1トンのアンモニア製造

↓

0.697トンの天然ガスを使用

このアンモニア製造プラントでは、

1トンのアンモニア製造に対して、

1.9トンのCO2ガスが生成。

CCSなどで、70％を回収しても、

0.57トンのCO2を大気中に排出



モデル⽯炭⽕⼒発電所
発電容量 100万 kW
熱効率 41 ％ USC
設備利⽤率 70 ％
⾼位発熱量 26.08 GJ/トン ⽯炭
CO2排出係数 2.323 トンCO2/トン⽯炭
⾼位発熱量 22.4 GJ/トン アンモニア

アンモニア混焼ケース
年間発電電⼒量 億kWh 61.3
混合⽐率 ⽯炭 （％） 100 80 50 0

(熱量⽐) アンモニア （％） 0 20 50 100
年間消費量 ⽯炭 万トン 206 165 103 0 

アンモニア 万トン 0 48 120 240 
年間CO2排出量 万トンCO2 480 384 240 0 

アンモニア混焼のケーススタディ 

モデル石炭火力発電所でのアンモニ

ア混焼時の年間CO2排出量を推定

＊混焼により熱効率は変わらない
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製造時の排出 A トンCO2/トンアンモニア

総計年間CO2排出量 万トンCO2 480 384＋48xA 240＋120xA 240xA 

モデル石炭火力発電所でのアンモニ

ア混焼時の年間CO2排出量を推定

＊混焼により熱効率は変わらない

↓ 製造時のCO2排出を加算すべき



80％相当分のCO2は、依然排出が続く

想定したアンモニア製造プラントからは

1トンのアンモニア製造に対して、

1.9トンのCO2ガスが生成。

CCSができない場合は大気中に放出。

CCSなどで、70％を回収しても、

0.57トンのCO2を大気中に排出。

混焼するアンモニア量は48万トン。CCSなし ７０％CCS
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CCSなし ７０％CCS CCSなし ７０％CCS
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原料は、現状では、天然ガスや石炭などの炭素を含む化石燃料

製造プラントの入口に至るまでの上流側でのCO2排出にも注目

アンモニア製造プラント



12「Towards hydrogen definitions based on their emissions intensity 」(IEA)（2023/4）p44

ライフサイクルという視点で見ると、

アンモニア製造によるCO2排出はさ

らに増加する。

製造時にCCSが適用されても、なお、

0.5トン程度のCO2排出と、メタン

の放出が見込まれている。



13「クリーン燃料アンモニアの定義について（クリーン燃料アンモニア協会）」（2022/11/16）p5

CCSのレベルを、90％以上ではなく、

60％ないし70％としている。

上流側（Well-to-Gate）のほか、下流側

の排出についても拡張が必要

製造時のCO2生成量はアンモニア1トン当たり2.1トン

「将来」ではなく、今からの検討が必要

閾値を超えるアンモニアに対する取扱いが不明確



アンモニアの発電利用の課題

• 2030年に一部の石炭火力で20％程度混焼するとしても、

残りの80％分は石炭であり、2030年以降も石炭を使い続ける。

20％相当分のアンモニアも、製造時までに大量のCO2を排出している。

「1.5℃」に見合うスピードでの削減は全くできない。

• 製造時には、CCUSの利用を見込んで、脱炭素化を想定しているが、

実用化するまでの間は、CO2が処理できず、排出される。

国内では、削減したように見えても、製造地での排出が続く。

• その上、上流、下流でのCO2排出があるため、脱炭素にはならない。

• 経済合理性がない：追加コストが高い。再生可能エネルギーより高価に。

座礁資産化の恐れも
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